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平成２４年 ２月 ３日 自己評価書等提出(研究活動の状況、研究活動実績票、根拠となる資料) 
平成２４年 ８月２８日 自己評価書等完成 
平成２４年１２月１３日 実地調査 
平成２４年１２月１４日 施設見学、講評 









フライトシミュレータの見学           低速風洞の見学 
 
 


















著書数は、第 1 期中期計画期（平成 21 年度以前）と第 2 期中期計画期（平成 22 年度以降）との 
比較において、おおむね第 2 期中期計画以降の年度ごとの発表件数が増加しており、研究の質が 
確保されている。 
・実践的研究に連動した教育として、平成 18 年 JAXA との連携大学院方式による教育研究協力協 
定を結び、全国からの学生を集めた大学院教育の実質化を図っている。文部科学省により特別研 



















【研究水準】 ※番号に〇を付けてください。  
低い 通常 高い 
 








のかという点にある。そのためには T 字型やクロス型の研究体制づくりが重要であり、幅の広い 
異分野連携が問われる。領域制を活用し、複合的な連携研究による新しい応用にも取組んで頂き
たい。また、国内各地での航空宇宙機関連研究拠点との差別化を一層進めるとともに最終目標と 
する「基盤技術の創出」を練り直し、より高次の研究教育の展開を期待したい。 
  
